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　2　　　　　当科における重症頭部外傷の検討
　　　　　　　第2報
Diffuse　Brain　Injuryにおける検討。
（特に生命予後からみた，臨床及びX線所見の検討）
（救命部）大坪豊，池田裕介，小池荘介
　1986年6月から1989年5月までの3年間に当科へ
搬入された15才以上の重症頭部外傷で，来院時GCS
が8点以下で，CT上，　Zimmcrman（i978）による「No
nFocal　Injury」に属する所見を呈した37画面「Di
ffuse　Brain　Injury」とし，この37例を受傷後4週
の時点で生存群と死亡群に分類し，年齢，来院時GC
S，脳幹機能，CT所見の，比較検討を行った。「Di
ffuse　Brain　Injury」の死亡例では，重篤な1次性
の脳幹へのdamageが存在し，早期より出現する大脳
のswellingがこれを，2次的に不可逆的な脳幹機能
障害へと導き，死に至らしめると考えられた。
会長三輪哲郎
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　1　　　　　当科における重症頭部外傷の検討
～Foeal　brain　injuryとDifiuse　brain　injuryの比
較検討～
（救命部）池田裕介，大坪豊，小池荘介
1986年6月から89年5月までの3年間に，東京医科
歯科大学救命救急部で経験した重症頭部外傷67例を
検討した。外傷分類はZimmermanの分類を修正し用
いた。計6了例話，Diffuse　injury37例，　Focal　inj－
ury　30例，うちcontusion　14例，　SDH　lO例，　EDH　6
例だった。以下，受傷機転・意識状態・予後につい
て検討した。受傷機転では，交通事故がFocal　53％
に対しDiffuseで70％と多かった。来院時のGlasg－
ow　coma　scaleでは，　Foca1の平均8，1点に対し，
Diffuseは全例8点以下で，6点以下の不良例が92
％をしめ，平均4．7点だった。来院1か月後のGla－
sgow　outcome　scaleは，死亡率がFoca1の2了％に対
しDiffuseは’43％と不良であった。
　3　　　　外減圧症例慢性期における頭蓋形成
　　　　　 術の効果
（霞ヶ浦病院脳外科）○檎木　治，中西尚史，
　　　　　　　　　　　鬼塚俊朗，賀川　潤，
　　　　　　　　　　　伊原良則
　く目的〉外減圧術後の長期頭蓋骨欠損状態におけ
る神経症状遷延や，それに対する頭蓋形成術の効果
にっき検討した。　（方法，結果）長谷川式知能スケ
ールでは平均5．7点改善し，脳波では，α波成分増
加等の改善所見が88，9％に形成後得られた。その機
序については，（DCTscan，　MRIにて頭蓋内構造物
の偏位変形正常化，（2）硬膜外圧測定にてhydrost－
aticな環境の回復，（3）i231－IMP－SPECTにて患測大
脳半球血流量の増加，（4）Rlcisterographyにて髄液
循環障害の改善，などが示唆された。〈結語〉従っ
て，外減圧術の効果が得られたら，可及的早期に形
成術を施行し，生理的頭蓋内環境に戻してやること
が肝要である。
（1）
